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平成 28 年度横浜市杉田地区センター自己評価表 

 

目標設定

の 視 点 
計画内容及び運営目標 

計画内容及び運営目標 

に対する実績 

今後の取組 

（改善計画） 

自己

評価 

利用者 

サービス 

事業計画書 

（2）イ 地域特性、地域ニーズ 

以下の地域特性、地域ニーズに、自主講座開催、共有ラック設

置、フェスティバル開催、自主講座受講者のグループ化、図書

購入、広報媒体を活用するなどして対応 

・近隣に公的機関が豊富に立地 

・異世代・グループ交流が必要 

・一部の地域で、孤立化が進行し、人と人の結び付きが弱い。・

子どもの健全育成への要望が高い。 

・勤労現役世代が転入し、利用も多い。 

・高齢化率の高くなっている地域が多くなっている。 

・防犯防災対策の充実への要望が高い。 

・プララ杉田 4階に立地。商店街振興への要望が高い。 

ウ 公の施設としての管理 

・利用者への公平・公正な対応 

・忘れ物を神奈川県警「施設占有者のしおり」で管理 

・災害マニュアルの整備 

・磯子区防災マップや津波避難施設表示を屋内外掲示板に表示 

   

（４）エ 利用者サービスの把握と運営への反映 

・「利用者の声」ボックスの設置：通年 

・センター委員会の開催：年 1回 

・利用者懇談会の開催：年 1回 
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・利用者アンケートの実施：年 1回 

・自主事業の際の受講者アンケート：随時 

・スタッフ意見や提案による改善：通年 

オ 利用者サービス向上の取組 

・スタッフ・常勤職員の対応力向上 

・センター利用環境の向上 

・区役所との連携 

・学校を含めた近隣公的機関との連携強化 

・プララ専門店会との連携強化 

・職業体験（2中学校受入） 

   

業務運営 

事業計画書 

（３）ア 管理運営に必要な組織、人員体制 

・常勤職員最低限 1名常駐シフト 

・スタッフ交替時の 15分の連絡・申し送り 

・可能な限り地域の方を新採用 

   

ウ 緊急時の体制と対応計画 

・全職員が連絡網を携行 

・セコム緊急通報器具を設置 

・防災訓練の実施 

・3月 11日は、利用者を含めた防災訓練の実施 

・区役所からの防災メール受信 

・磯子区区民利用施設協会が実施する救急救命・ＡＥＤ研修を

受講 
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（４）ア 設置理念を実現する運営内容 

・運営方針Ⅰ  日常的なセンター運営の質量両面のさらなる

向上 

 スタッフ対応への利用者満足度 90％以上 

 利用者数 110,000人以上 

 諸室稼働率 57％以上 

 

運営方針Ⅱ  一層の地域コミュニティ醸成 

 講座受講者の自主グループ化 12グループ以上 

 新規登録団体数 50団体以上 

 講座講師に地域で活動する人材の登用 

 杉田連合町内会をはじめとする自治会町内会等への支援 

 

運営方針Ⅲ  より魅力ある（行列のできる）自主事業（以下

「講座」）の展開 

 以下の 3着眼点基づく多様な分野の講座を開設 

<目標数＞ 

 事業数 参加者数 

一般事業 ４５ 3800人 

ワンパク事業 １１ 1000人 

着眼点１ 多様なニーズ対応講座 

分野：健康とスポーツ、語学・実用、趣味、食、音楽、街歩き、

劇・映画 芸能・落語等、子ども向けには、ワンパクホ

リデー事業実施 

着眼点２ 地域ニーズ対応講座：地域貢献をさらに進めるため、

当センターの立地特性や地域ニーズへの対応を強め

た講座 

分野：公的機関との連携・共催、杉田の歴史・伝統・地域への
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愛着の深化、異世代・異グループ交流促進、子どもの健

全育成、勤労現役世代支援、高齢化進展対応、商店街振

興 

着眼点３ センター委員企画講座：より開かれたセンター運営

を指向し、センター委員企画による講座を開催 

イ 利用促進策 

（ア） 利用者増 

・53自治会町内会等を活用したセンターニュースでの広報 

・センターフェスティバル実施時に、プララと相互に新聞チラ

シ広報、スポンサーシップによるノベルティ供与 

・プララ実施の季節のイベント会場で、出前講座開催 

・多様な分野各年齢層に配慮した新着本購入 

・いそご地域活動フォーラム主催パネル展に参加 

（イ） 利用率向上 

・料理室の稼働率向上策：ワンパクホリデー事業を含めた様々

な料理教室開催、受講者を自主グループ化し料理室を再利用促

進 

キ 横浜市重要施策に対する取組 

（ア） 情報公開 

・諸室の利用状況、センター委員会、「利用者の声」内容、利用

者アンケートを室内掲示板やホームページで公開 

（イ） 人権尊重 

・施設協会主催の人権研修に出席、地域ケアプラザ等へ専門家

の講師依頼しての OJT学習会を開催 

（ウ） 環境への配慮 

・ヨコハマ３R夢プランの沿った分別収集の実施等 

（エ） ヨコハマ健康スタイル 

・健康に関する自主講座実施 
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（オ） 市内中小企業の振興 

・市内中小企業への優先発注し、プララとの連携を強化 

（カ） 横浜市民の読書活動の推進に関する条例の推進 

・利用者ニーズに応える新着本の購入など 

（６） 施設の維持管理計画 

・専門業者への委託、適時適切な小破修繕、きめ細かな日常点

検や清掃、区役所・施設協会事務局・プララ都市開発㈱と緊密

な連絡調整 

   

職員育成 

（３）イ 個人情報保護等の体制と研修計画 

（ア） 個人情報保護等の体制 

・施設協会の「個人情報取扱いに関する方針」を職員に周知徹

底し、館長を個人情報保護責任者とするなど責任と管理体制を

明確化 

・館で収集する個人情報は必要最小限化 

（イ） 個人情報保護の研修 

・施設協会主催の研修やＯＪＴ研修 

（ウ） 職員の研修計画 

・施設協会や横浜市が主催の職員研修に参加し、施設では OJT

研修を実施  
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財務 

（７） 

ア 収入計画とイ 増収策 

・諸室稼働率の向上による利用料金の増収 

稼働率：57％以上 利用料金収入：4,250千円以上 

ウ 支出計画 

・広報では、自治会町内会との連携等、講座では、地域ケアプラ

ザなどに講師依頼、フェスティバルでは、企業協賛を活用、 

冷暖房温度の適正管理、見積もりや入札による外注費節減などで

経費軽減 

４）カ ニーズ対応費の使途 

・利用料金の約 3割を、主に、新聞三紙購読、新着本購入、利用

者ニーズに即した備品購入に充当 

   

その他 

（上記４
つの視点
以外の項
目があれ
ば追記） 

    

利用者等

の意見 

 

 

 

＜意見、要望に対する対応＞  

≪自己評価≫ 
Ａ：計画、目標を上回って実施 
Ｂ：計画、目標を保持して実施 
Ｃ：計画、目標を下回って実施 

※「利用者等の意見」は、計画内容及び運営目標欄に利用者等から寄せられた意見・要望を、計画内容及び運営目標に対する実績・今後の取組（改善計画）欄に意見等に対する対応を記載 
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